
EPRとは電子スピンを対象とした磁気共鳴法で、主な測定対象は遷移金属やラジカルです。
光学測定などに比べて時間分解能は低いですが、電子状態の詳細な情報を得ることができるという利点が
あります。信号検出にはロックインアンプが使用され、時間領域の高分解能・高感度化のために、高速ロッ
クインアンプの要求があります。

測定例

最高測定周波数 11MHzにより、磁場変調周波数の高周波化が可能（LI5660）
時定数が最小1μsのため測定の高速化が可能（LI5655/LI5660）
最高周波数3.2MHzの発振器を内蔵しており、変調磁場信号源として利用可能（LI5660/LI5655）

NFのロックインアンプならば…

ロックインアンプ
LI5660 / LI5655 

電子常磁性共鳴（EPR法）
APPLICATION  INFO
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KEY WORDS

ロックインアンプは、変調磁場に同期した信号を検波するために使用します。

EPR スペクトル信号は、ロックインアンプ出力である微分形で測定します。

ロックインアンプの測定時間分解能を小さくすることで、測定感度が向上します。
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APPLICATION  INFO

※このカタログの記載内容は、2020年11月25日現在のものです。
●お断りなく外観・仕様の一部を変更することがあります。
●ご購入に際しては、最新の仕様・価格・納期をご確認ください

ディジタルロックインアンプ　LI5600シリーズ

LI5660

◎：装備あり　－：装備なしラインナップ

測定機器

11MHz
●周波数範囲 LI5660: 0.5Hz～11MHz*　*HF入力端子使用時
  LI5655: 0.5Hz～3MHz
  LI5650/LI5645: 1mHz～250kHz
●最小時定数 LI5660/LI5655: 1μs
  LI5650/LI5645: 5μs
●2周波数同時測定（LI5660/LI5655/LI5650）
●分数調波測定

A, A-B : 10nV～1V F.S. （0.5Hz～3MHz）
C : 　     1mV～10V F.S. （0.5Hz～3MHz）
HF : 　  1mV～1V F.S. （10kHz～11MHz）
I :  　　 10fA～1μA F.S.

10nV～1V F.S.（0.5Hz～3MHz）
10fA～1μA F.S.

10nV～1V F.S. （1mHz～250kHz）
10fA～1μA F.S.

10nV～1V F.S. （1mHz～250kHz）
－

0.5Hz～11MHz 0.5Hz～3MHz 1mHz～250kHz 1mHz～250kHz

高速応答・高感度、2周波数同時測定

周波数範囲
信号入力
 10V入力
 高周波入力
感  度

入力換算雑音
PSD（位相検波）
ダイナミックリザーブ
時定数
アナログ出力最高更新レート
2周波数同時測定
分数調波測定
外部10MHz同期
測定パラメタ
外部制御

電圧(A, A-B, C, HF）、電流（I）
◎(C 入力端子、0.5Hz～3MHz）
◎(HF 入力端子、10kHz～11MHz）

4.5nV/   Hz（参考値）
2位相 ・ 2 周波数
100dB
1μs～50ks
約 1.5Mサンプル /秒
◎
◎ 基本波の（1～63）／（1～63）
◎
X, Y, R, θ, DC, NOISE
USB, GPIB, RS-232, LAN

電圧(A, A-B）、電流（I）
－
－

2位相 ・ 2 周波数

1μs～50ks
約 1.5Mサンプル /秒
◎

電圧(A, A-B）、電流（I）
－
－

2位相 ・ 2 周波数

5μs～50ks
約 780k サンプル /秒
◎

電圧(A, A-B）
－
－

2位相 ・ 1 周波数

5μs～50ks
約 780k サンプル /秒
－

LI5660 LI5655 LI5650 LI5645


